
 
 

 

 
 

 
 
 
 第 62 回 卒業生の皆さんへ  

東中学校校歌の３番は、 

志や目標をもち、自己実現

に向け今日を迎えた卒業生

の皆さんに送る言葉そのも

のとなっています。 

東中学校の教育計画のもと「守・

破・離」の３ヶ年の教育課程を修了

し、新たな人生のステージに立つとこ

ろとなりました。 

入学試験、学年末テストを終え、３

月になってからは社会に出るために必

要なことを学ぶ大切な時間を過ごしま

した。生き方を考える、国際貢献を考

える、現在の社会の問題を考える、そ

ういった貴重な授業を受け、皆さん一

人一人が様々な問題と向き合い、より

よい方向に向け、考えを深め、仲間と

共有することができました。 

卒業生の皆さんの中学校生活は、臨

時休業、入学式は分散、かつてない状況となり、それぞれが力を発揮する機会がなくなってし

まいました。そのような中でも中学生へと成長していくための様々な機会や経験を積み、一日

一日を大切にしながら仲間と協力し、工夫して学校生活を送ることができました。このこと

は、これから皆さんが歩む人生にも大きな力となってつながっていくはずです。 

今、世界では様々な課題を包括的に議論し、具体的な行動に移すことの重要性が挙げられて

います。命の重み、平和とは、人権についてなど、私たちには、いま世界中で起きていること

の現実を知ることの責任があるのではないでしょうか。変化の激しい時代の中で中心的な役割

を担っていく皆さんが、未来に向けて人と関わり、広い視野をもち、この先にはどのようなこ

とが必要かを考えた行動ができるよう願っています。 

新型コロナウィルス感染症の感染拡大から三年余りとなり、少しずつ以前の生活に近づく様

子が見えてきました。しかし、このコロナ禍の経験は、私たち人間が生活自体を改めて考える

きっかけになったはずです。そして、私たち一人一人がこれからの社会について、人とのつな

がりの大切さを改めて考える機会となりました。 

「自ら学び考え 主体的に行動する 心豊かな生徒」を目標に過ごした３年間で、積み重ね

た力が、未来に向けた発信力となるよう期待しています。 

 学校教育目標  

自ら学び考え  

主体的に行動する  

心豊かな生徒 

 目指す生徒像  

胸をはり 

瞳輝く東中生 第１３号 令和５年３月１５日 川越市立東中学校長 福田和子 

「教育が一人前の社会人をつくる」家庭や地域の願いに応える 

「守･破・離」の東中三ヵ年教育 
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破 守りと新しい考えや工夫を
加え、発展させる段階 

東中の伝統である”型・形”を 
身に付け、継承する段階   

入    学 

卒    業 

集大成の最高学年 

自主自律の２年生 

基礎固めの１年生 

川
越
市
立
東
中
学
校
校
歌 

 

一 

秩
父
の
山
並 

そ
び
え
立
ち 

富
士
の
峯 

ま
た 

揺
る
ぎ
な
し 

見
よ 

そ
の
姿 

仰
ぎ
つ
つ 

あ
す
の
時
代
を
飛
び
か
け
る 

若
き
か
り
が
ね 

こ
こ
に
育
つ 

東
中 

川
越
東
中
学
校 

 

二 

荒
川
流
れ
て 

果
て
し
な
く 

入
間
の
水 

ま
た 

休
み
な
し 

あ
あ 

そ
の
行
く
手 

望
み
つ
つ 

真
理
求
め
て 

ひ
た
す
ら
に 

日
々
を
悔
い
な
く 

学
び
励
む 

東
中 

川
越
東
中
学
校 

 

三 

ひ
ら
め
く 

え
ん
じ
の 

旗
の
下 

若
き
夢 

ま
た 

限
り
な
し 

さ
あ 

そ
の
ひ
と
み 

輝
や
か
し 

進
め 

緑
の
風
の
中 

未
来
め
ざ
し
て 

力
強
く 

東
中 

川
越
東
中
学
校 

東中生として自尊感情を 
身に付け、志や目標をもち 
自己実現をする段階 
 


